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建 設 企 業 常 任 委 員 会 資 料 

2 0 2 6 年 ( 令 和 ８ 年 ) ６ 月 2 4 日 

上下水道局経営管理室下水道経営課 

 

水の官民連携（ウォーターＰＰＰ）の導入に向けた取組について 

 

１ 概要 

本市では「持続可能な下水道の構築」を目指し、「ヒト・モノ・カネ」の各課題に対応

するため、現在、水の官民連携（ウォーターＰＰＰ）の導入に向けた取組を進めており、

その取組状況について報告します。 

 

※国は「ウォーターＰＰＰ」の呼称を「水の官民連携」に変更しましたが、内容等の変更

はありません。 

 

２ 対象処理区及び対象施設について 

本市では、令和７年度に導入可能性調査を実施し、民間事業者に対してサウンディング

調査（市場調査）を行った結果、「朝霧処理区及び船上処理区」の「ポンプ場・処理場

（マンホールポンプを除く）」を対象とし、「管理・更新一体マネジメント方式（更新支

援型）【レベル3.5】」を導入する方針を決定しました。 

 

  



2 

 

 ウォーターＰＰＰ導入対象 

 

３ これまでの取組状況 

内閣府のＰＰＰ/ＰＦＩ推進アクションプラン(令和５年改定版)において、汚水管の改

築に係る国費支援に関し「ウォーターＰＰＰ導入を決定済み」であることを令和９年度以

降に要件化することが明記されているため、現在、本市においても導入に向けた取組を進

めているところです。 

⑴ ウォーターＰＰＰ事前検討会議（令和６年度） 

都市局下水道室(当時)の係長級を中心としたウォーターＰＰＰ事前検討会議（以下

「事前検討会議」という。）を立ち上げ、下水道事業における課題の抽出並びにウォー

ターＰＰＰの対象とする施設及び業務についての事前検討を行いました。 

事前検討会議において、本市では管理･更新一体マネジメント方式の導入を軸に今後

検討を進めていくこととしました。 

⑵ ウォーターＰＰＰ導入可能性調査（令和７年度） 

ウォーターＰＰＰ導入可能性調査業務を実施し、計３回のサウンディング調査を行っ

た結果、２に示す方針を決定しました。 

① 第１回サウンディング調査 

目的：本市のウォーターＰＰＰ導入に関する民間事業者の意向等を把握する。 

日程：令和７年12月８日(月)～令和８年１月９日(金) 

方式：指名アンケート方式 

対象：38社（うち市内業者28社） 

※本市下水道事業における主要業務の受注実績のある民間事業者 

回答：26社（うち市内業者18社） 回答率68％（市内業者64％） 

② サウンディング調査説明会 

日程：令和７年12月17日(水)、18日(木)、19日(金)（全３回） 

対象：上記①の対象事業者 

参加：18社（うち市内業者11社） 
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③ 第２回サウンディング調査 

目的：第１回サウンディング調査結果を踏まえ、対象施設を示した上で、ウォーター

ＰＰＰ導入に関する民間事業者の意向等を把握する。 

日程：令和８年１月30日(金)～２月27日(金) 

方式：公募型アンケート方式 

回答：16社（うち市内業者３社） 

④ 第３回サウンディング調査 

目的：第２回サウンディング調査結果を踏まえ、統括管理業務及び維持管理業務に係

る事業費の考え方について、民間事業者の意見を徴取する。 

日程：令和８年３月11日(水)～３月24日(火) 

方式：指名アンケート方式 

対象：６社（うち市内業者１社） 

※第２回サウンディング調査で回答があった民間事業者のうち、本市のウォ

ーターＰＰＰ事業において担当を希望する業務として「統括管理」､「維持

管理(運転管理)」､「維持管理(保守管理)」のいずれかを選択した事業者 

回答：６社（うち市内業者１社） 

 

４ 今後の予定※１ 

令和８年度 入札公募準備、入札公募※２ 

令和９年度 事業者選定、契約・引継ぎ 

令和10年度 事業開始 

※１ 上記は現段階の予定であり、今後の検討状況により変更となる場合があります。 

※２ 入札公募をもって「ウォーターＰＰＰ導入を決定済み」とみなされます。 


